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1. 選挙結果 

9 月 25 日に行われたイタリアの上下両院の総選挙（下院 400 議席、上院 200 議席）では、
右派連合が上下両院で過半数の議席（下院 237 議席、上院 115 議席）を獲得し、左派連合
（下院 85 議席、上院 44 議席）や左派ポピュリスト政党の五つ星運動（下院 52 議席、上院
28 議席）を破り勝利しました。 

 
右派連合の一員で「イタリアの同胞」は今回の選挙で大躍進し上下両院で第一党となり

（下院 119 議席、上院 65議席）、同党のジョルジャ・メローニ党首は来月 13日に召集が予
定されている国会においてイタリア初の女性首相（閣僚評議会議長）に就任する見通しとな
っています。メローニ党首は、学生時代にネオファシストをルーツとする政党であるイタリ
ア社会運動の青年部に参加し、1996 年にはベニート・ムッソリーニを i、2020 年にはナチ
スの協力者でイタリア社会運動の共同創設者ジョルジオ・アルミランテを公に賞賛するな
ど ii、これまで親ファシスト的な言動が物議を醸してきました。また、中絶、同性カップル
の権利拡張に反対し、核家族は男性と女性のペアによってのみ運営されるべきと主張し、反
移民を明確に主張していることから極右とみなされています。NATO を支持者する一方で
EU に対しては懐疑的であり、ロシアのウクライナ侵攻以前は親ロシア的な態度を取ってい
ましたが、侵攻後はロシアを非難しウクライナへの武器提供の継続を表明しています。そし
て、「イタリアの同胞」と「連合」を組む同盟と「フォルツァ・イタリア」については、同
盟党首のマテオ・サルビーニ元内相とフォルツァ・イタリア党首のシルビオ・ベルルスコー
ニ元首相はウクライナ侵攻後もロシア寄りの姿勢を崩していません。 

 
イタリアはＥＵ内で 3 番目の経済規模の占める存在ですが、次期政権を構成することが

予想される右派連合各党の対露姿勢や保守的な政治姿勢が他のＥＵ諸国との軋轢を引き起
こしかねないとして、新政権発足で EU の結束が乱れることを懸念する声が上がっていま
す。また、イタリアの国債残高が GDP の 150%以上に膨れ上がっているにもかかわらず選
挙戦中に右派連合の各党が積極財政を訴えたことから、EU 内では次期政権の財政政策に対
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して懸念が存在しています。 
 

表 1：下院の選挙結果 iii 

 
 

表 2：上院の選挙結果 iv 

 

 
 

2. ドラスティックな変化が起こりにくいイタリアの政治制度 

ここからは私の見解ですが、これまでイタリアは戦後の共和国成立から 77 年間で 44 回
首相が交代（人数では 30人）するなど日本と同様に非常に不安定な議院内閣制国家であり、
次期連立を形成する三党ですぐに足並みが乱れることも予想されることから、次期政権も

得票率 議席 得票率 Seats 得票率 議席
イタリアの同胞 26.0 69 49 1 119

同盟 8.8 23 42 1 66
フォルツァ・
イタリア

8.1 22 23 0 45

我々穏健派 0.9 0 7 0 0 7
計 43.8 114 121 26.0 2 237

民主党 19.1 31 8 28.2 4 69
緑と左翼の同盟 3.6 3 1 4.9 0 12
その他の政党 3.4 0 3 3.8 0 3

計 26.1 34 13 36.9 4 85
15.4 41 15.4 10 8.6 1 52
7.8 21 7.8 0 5.6 0 21
6.9 1 6.9 3 22.9 1 5

211 147 8 400

行動-イタリア・ヴィヴァ
その他
合計

右派連合 43.8
26.0

左派連合 26.1

五つ星運動

政党連合 政党名
比例代表 小選挙区 海外選挙区

合計議席

得票率 議席 得票率 Seats 得票率 議席

イタリアの同胞 26.0 34 31 0 65

同盟 8.9 13 17 0 30
フォルツァ・
イタリア

8.3 9 9 0 18

我々穏健派 0.9 0 2 0 0 2
計 44.0 56 59 27.1 0 115

民主党 19.0 31 6 34.0 3 40
緑と左翼の同盟 3.5 3 1 0 0 4
その他の政党 2.9 0 0 0 0 0

計 25.4 34 7 34.0 3 44
15.6 23 15.6 5 9.3 0 28
7.7 9 7.7 0 7.0 0 9
7.3 0 6.7 3 22.7 1 4

122 74 4 200

右派連合

左派連合

その他

政党連合

合計

44.0

26.0

五つ星運動
行動-イタリア・ヴィヴァ

27.1

政党名
比例代表 小選挙区 海外選挙区

合計議席



 

  

 
3 

COPYRIGHT (C) 2022 RESEARCH INSTITUTE FOR PROGRESSIVE POLICY. ALL RIGHTS RESERVED 

RIPP レポート No.5 

 
御多分に漏れず短命に終わる可能性がかなりあると考えます。これまでと同様に、議会任期
の途中で首相が辞任し連立の組み換えが行われる可能性が少なからずあるでしょう。また、
そのような国内支持基盤の弱い内閣が財政・金融政策でＥＵに対して強気な態度を貫ける
とも思えず、対露政策でも大幅な政策変更を行うことは難しいでしょう。これまで通りの
「不安定なイタリア」が繰り返される公算が強いのではないかと思います。 
 
イタリアの政治状況が不安定なのは政治制度に由来する部分が大きいと言えます。イタ

リアの上院と下院の権力は完全対等であり v、片方の院が法案を否決すると法案は成立しま
せん。そして選挙制度は比例代表制に重きが置かれており、政党連合が組まれるか否かは別
として単独の政党が過半数の議席を持つというのは上下いずれの院においても稀で、連立
政権が組まれます。中道左派の民主党と中道右派のフォルツァ・イタリアがそれぞれ左右政
治勢力の中心的な存在であった時代などをのぞいては、上下いずれの院においても単独の
政党の議席占有率が過半数にせまることも少なく、戦後イタリア共和国初の首相であるデ・
ガスペリ氏やベルルスコーニ氏などを除いてほとんどの戦後歴代首相は、連立政権内の意
見不一致により不安定な政権運営を強いられてきました。 
 
ここでイタリアが G7の中で特殊なのは、直接選挙で選ばれた大統領でもなく国会議員で

さえもない「非政治家」が国家の首脳たる首相（閣僚評議会議長）に就任できるということ
です。イタリアの元首たる大統領は象徴的元首とみなされる存在ですがドイツなど異なる
のは議会解散権、首相任命権、軍隊指揮権などの非常時大権を持っています。そして、フラ
ンスのようないわゆる半大統領制の国家と同じように大統領が首相を任命するのですが、
多くの半大統領制の国家と同様に首相は国会議員である必要はありません。そのため、近年
ではこれまで連立政権を形成していた政党間の意見の相違で政権が崩壊した後などには、
党派色を薄めるために大統領が非政治家の民間人を首相に任命するケースが多くなってき
たのですが、非政治家内閣は政権基盤が弱いことから結局内閣を支える連立与党から造反
が起きるケースが多く、現在のドラギ首相、コンテ前首相も耐え切れずに大統領に辞表を提
出せざるをえませんでした。 
  
 次期政権の中核を占めることが予想される三党の党首であるメローニ、サルビーニ、ベル
ルスコーニ氏はそれぞれイタリア政界の中で際立って個性が強いポピュリスト政治家で、
自分が中心でいたいタイプなのはこれまでの言動を見れば明らかです。三氏は選挙では連
携するも、対ロシア政策や、プーチン擁護を繰り返し国内では強権姿勢を強めるハンガリー
のオルバン政権への対応では早くも不協和音が出ています vi。9月上旬の共同記者会見にお
いて、サルビーニ氏がＥＵの対ロ制裁の効果に疑問を呈する発言をした際に、メローニ氏は
頭を抱え両氏の姿勢の違いが明確になりました。一方、ベルルスコーニ氏は、オルバン政権
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を擁護するメローニ、サルビーニ両氏に対し「2人が反 EU 的政策を取るならば政権を離脱
する」と忠告するなど、地元メディアからは極右 2 党の形勢が悪くなった際には造反する
可能性が指摘されています。 
 
右派連合のポピュリスト的な財政政策も自らの首を絞めることになるかもしれません。

EU から離脱しない限りイタリアが放漫な財政政策を取り続けることなど不可能であり、現
状では EU 離脱は夢物語に過ぎません vii。EU 加盟各国は、財政赤字を国内総生産（GDP）
比で 3%以内、公的債務残高を 60%以内に抑えるという EU の財政ルールに従うことが求め
られています。この財政ルールは新型コロナウイルスの影響で 2023年まで凍結される予定
ですが、新政権は少なくとも年内はドラギ政権が作った今年度予算の履行が求められます。
来年以降、新政権が従来のＥＵの財政ルールを大幅に無視するような内容の予算を作成し、
さらに EU に対して大幅な財政ルールの変更を提案した場合、他の EU 諸国や ECB からは
欧州の財政・金融秩序を乱すものとして強い非難を浴びることになるでしょう。仮に新政権
が EU からの離脱をちらつかせたとしても、ハンガリーを除く他の EU 諸国が「極右政権」
に支配されたイタリア一国のために財政ルールの大幅変更を認めるとも思えません。 
 
ウオールストリート・ジャーナルが指摘するように次期首相とされるメローニ氏自身が

そこまでやる気があるようには見えず viii、加えて前述のように、反ＥＵではないベルルス
コーニ氏がＥＵ離脱に賛成するとは思えません。仮にメローニ氏が党内の声や同盟に押さ
れてＥＵ離脱を決意したとしても、極右 2 党では過半数に届かないために、EU に懐疑的で
あるという点では共通点がある五つ星運動との連立政権樹立を実現させなければなりませ
ん。何故ならば、議会解散で国民に信を問うとしても、議会解散権があるマッタレッラ大統
領がそれを認めるとは到底思えないからです。水と油だった五つ星運動と同盟という左右
のポピュリストによる連立がサルビーニ氏の反乱で短期間のうちに瓦解したことを考えれ
ば、極右 2 党と五つ星運動の連立の組み合わせは成立しにくく、成立したとしてもすぐに
瓦解するでしょう。結局、イタリアの現状を無視した大幅な「積極財政」を実行しようとし
ても、他の EU 諸国と ECB の反対に合って方針転換を余儀なくされます。方針転換をすれ
ば、またサルビーニ氏が反乱を起こし、ベルルスコーニ氏がメローニ、サルビーニ両氏を批
判してフォルツァ・イタリアの連立からの脱退を表明するという事態になることは十分予
想されます。 
 
ここで、左派連合、フォルツァ・イタリア、我々穏健派、五つ星運動、行動-イタリア・

ヴィヴァで連立の組み換えが行われた場合、上下両院で過半数の議席となり、新しい政権は
少数与党にならずに済みますが、イタリア・ヴィヴァの党首であるマッテオ・レンツィ元首
相は「壊し屋」の異名を取り、この組み合わせの連立も厳しそうです。民主党出身のレンツ
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ィ氏は日本でいえば前原誠司氏や細野豪志氏といった感じの政治家で、強引な政治手法が
民主党の分裂をもたらした挙句、結局民主党から離党しイタリア・ヴィヴァを立ち上げた経
緯があります。さらに、コンテ前政権は、前述のように五つ星運動と同盟による連立が瓦解
した後、五つ星運動、民主党、自由と平等、イタリア・ヴィヴァという組み合わせに連立が
組み変えられましたが、レンツィ氏は徐々にコンテ氏と対立するようになり、イタリア・ヴ
ィヴァの連立からの離脱表明を行い、コンテ政権は結局退陣に追い込まれました。 

 
 

3. イタリア政治を変えるには根本的な政治制度の改革が不可欠 

戦後、イタリア政界は、高度経済成長が終わった後もこのような連立政権内の政策の不一
致を背景にした権力闘争に明け暮れてきました。日本と同様にイタリアの経済低迷は長期
にわたっていますが、それにはこのような不安定な議院内閣制により短期政権が続いてい
ることがかなり影響を及ぼしているのではないでしょうか。近年では、比例代表制の影響か
ポピュリスト的な公約を掲げる新党に支持が集中する傾向がありますが、公約が実現でき
ないと有権者からの支持を急速に失って、他のポピュリスト政党に支持が移ることが繰り
返されています。そして、そのたびに選挙を経ないでも政権交代が繰り返されています。 
 
メローニ氏はそのような不安定な政治状況を変えるべく大統領制（特にフランス型の大

統領制）の導入を訴えているそうです ix。政党の合従連衡に結果ではなく国民が直接国のリ
ーダーを選べるという観点から大統領制の導入には合理性が大いにあると思いますが、そ
の場合は有効投票の過半数を得た候補者が国のリーダーとして選ばれるべきであり、フラ
ンス大統領選挙のように二回投票制（決選投票制）を採用すべきであると思います。二回投
票制の採用は安易な公約を掲げるポピュリスト政党の候補者（嫌味かもしれませんが）が大
統領になるのを防ぎ、有権者がより慎重に候補者を選べるという点でも利点があります。大
統領制を採用し、弾劾されない限り大統領が任期中に職を追われることが無いようにすれ
ば、国のリーダーが固定されるという点でも今よりは政治が安定すると思いますが、連立の
枠組みが頻繁に変わる現状は変わらないかもしれません。 

 
それを避けるためには、選挙前にある政党連合に登録した政党が議会の任期途中に当該

政党連合から離脱する場合は全ての議席を失うという規定を設ければ、各党が政党連合か
ら離脱するインセンティブは失われるでしょう。さらに、比例代表・小選挙区選挙とも二回
投票制にして、特に比例代表選挙に関しては第一回投票で一位となった政党連合と二位と
なった政党連合で決選投票を行い、その勝者に比例代表枠で過半数の議席を保障するとす
れば（これを「修正プレミアム付き比例代表制」と呼ぶ x）、今よりははるかに連立が安定す
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ることが予想されます。 

 
本件に関するご照会は info@ripp-japan.com宛にお願いいたします。 
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